
l）はともに著しく低下し

た．主要な病理学的変化は膵島の容積と総数の減少であり，少数の膵島における膵島細胞の空胞変性を伴っていた．同

変性細胞の細胞質に少量のアルデヒドフクシン陽性顆粒あるいはインスリン抗原が存在した．以上の結果から，本病は

1型糖尿病と診断された．―キーワード：牛ウイルス性下痢ウイルス，牛，1型糖尿病．
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短 報

牛ウイルス性下痢ウイルス持続感染黒毛和種牛に
認められた 1 型糖尿病の 1 例
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要     約

牛ウイルス性下痢（BVD）ウイルスに持続的に感染していた16カ月齢の黒毛和種雌牛が削痩し，高血糖，糖尿およ
びケトン尿を示した．血漿耐糖能（糖消失率; 0.25）およびインスリン濃度（2.7～4.9μU/m
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